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有
田
川
町
と
、
き
の
く

に
葬
祭
事
業
協
同
組
合

（
上
野
山
栄
作
理
事
長
）

に
よ
る
災
害
応
援
協
定
式

が
10
日
、
有
田
川
町
役
場

吉
備
庁
舎
で
執
り
行
わ
れ

た
。
協
定
の
前
に
「
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
、

有
田
川
町
で
38
人
の
死
者

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
大

災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
際

の
遺
体
に
つ
い
て
は
、
災

害
救
助
法
の
規
定
に
よ

り
、
遺
族
に
引
き
渡
し
す

る
ま
で
、
ま
た
遺
族
に
代

わ
り
火
葬
を
実
施
す
る
ま

で
、
災
害
時
の
社
会
的
混

乱
の
中
、
町
長
が
遺
体
の

適
切
な
安
置
等
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。
有
田
川

町
と
、
き
の
く
に
葬
祭
事

業
組
合
と
が
協
力
し
、
災

害
時
に
お
け
る
遺
体
の
適

切
な
安
置
、
搬
送
の
た
め

本
協
定
を
締
結
す
る
」
と

協
定
書
の
概
要
説
明
が
行

わ
れ
た
。

　

協
定
式
に
は
中
山
正
隆

町
長
、
坂
頭
徳
彦
副
町
長

ら
が
出
席
。
中
山
町
長
と

上
野
山
理
事
長
で
協
定
書

の
署
名
、
押
印
の
あ
と

「
よ
ろ
し
く
、
分
か
り
ま

し
た
」
と
ガ
ッ
チ
リ
握

手
。

　

地
域
の
人
々
に
生
活
習

慣
病
に
興
味
を
持
っ
て
頂

き
、
健
康
な
生
活
を
送
っ

て
頂
く
と
と
も
に
病
院
の

役
割
を
知
っ
て
頂
き
た
い

と
済
生
会
有
田
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
伊
藤
秀
一
総

長
）
の
健
康
ま
つ
り
「
第

15
回
お
い
な
ぁ
よ
健
康
ま

つ
り
に
ｉ
ｎ
鳥
屋
城
小
学

校
」
が
有
田
川
町
金
屋
６

４
７
の
鳥
屋
城
小
学
校
体

育
館
で
28
日
㈰
９
時
〜
14

時
に
開
か
れ
る
。
参
加
費

無
料
。

　

講
演
コ
ー
ナ
ー
で
は
11

時
「
骨
粗
鬆
症
と
脊
椎
圧

迫
骨
折
に
つ
い
て
」
整
形

外
科
・
前
田
孝
浩
医
師
▽

11
時
15
分
「
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
の
紹
介
と
体

操
」
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
・
青
石
博
文
技
師
長

▽
12
時
45
分
「
軽
度
認
知

障
害
進
行
予
防
の
取
り
組

み
」
ラ
イ
フ
ケ
ア
有
田
・

池
本
英
司
施
設
長
▽
13
時

「
生
命
（
い
の
ち
）
輝
く

生
活
習
慣
術
」
伊
藤
秀
一

総
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
で
講
演
す
る
。

　

検
査
コ
ー
ナ
ー
は
20
歳

以
上
で
、
血
糖
・
血
圧
・

体
年
齢
（
２
０
０
名
）
▽

骨
密
度
（
全
員
）
▽
眼
底

カ
メ
ラ
（
50
名
）
▽
動
脈

硬
化
・
頸
動
脈
エ
コ
ー

（
ど
ち
ら
か
各
50
名
）

　

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
ア
ロ

マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ

（
１
０
０
名
）
▽
フ
ッ
ト

ケ
ア
・
高
齢
者
疑
似
体
験

▽
糖
度
ク
イ
ズ
▽
歩
行
ア

シ
ス
ト
▽
バ
イ
タ
ル
テ
ィ

ム
▽
認
知
症
予
防
の
自
転

車
・
ヨ
グ
ニ
バ
イ
ク
。

　

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で

カ
ル
マ
・
リ
ャ
マ
の
フ
ラ

メ
ン
コ
、
お
楽
し
み
抽
選

会
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す

く
い
、
お
菓
子
つ
り
、
子

ど
も
写
真
撮
影
が
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
相
談
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
。
医
師
、
看
護

師
、
口
腔
ケ
ア
、
薬
剤

師
、
栄
養
士
、
理
学
療
法

士
、
社
会
福
祉
士
、
ラ
イ

フ
ケ
ア
有
田
の
入
所
・
通

所
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
各
種
相

談
が
で
き
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
病
院

総
務
課
☎
０
７
３
７
・
６

３
・
５
５
６
１
。

　

社
会
福
祉
法
人
・
有
田

ひ
ま
わ
り
福
祉
会
は
、
27

日
㈯
11
時
〜
14
時
、
有
田

市
民
体
育
館
内
と
敷
地
内

で
「
第
14
回
わ
く
わ
く
祭

り
」
を
開
催
す
る
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
小

さ
な
力
は
大
き
な
力
だ
」

で
、
地
域
の
人
々
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
、
笑
顔
の

輪
を
広
げ
楽
し
み
た
い
と

多
く
の
来
場
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

当
日
は
、
喫
茶
、
う
ど

ん
、
た
こ
や
き
、
炊
き
込

み
ご
飯
、
き
ら
り
シ
ョ
ッ

プ
、
た
ま
せ
ん
、
手
作
り

お
も
ち
ゃ
、
ふ
る
ま
い
鍋

な
ど
の
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

に
有
田
ひ
ま
わ
り
福
祉

会
、
有
田
市
民
生
児
童
委

員
会
の
出
店
が
あ
る
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
吉
備
福

祉
太
鼓
、
港
こ
ど
も
獅
子

舞
、
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
、
利
用
者
出
し
物
な
ど

楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
同
実

行
委
員
会
☎
０
７
３
７
・

８
３
・
２
２
９
８
。

　

当
企
画
は
、
当
町
の

特
産
品
「
ぶ
ど
う
山
椒
」

や
農
山
村
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
お
よ
び
高

校
生
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
の
世
界
を
体
感

さ
せ
、
感
性
を
養
う
機

会
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

企
画
の
き
っ
か
け
と

し
て
は
、
海
外
星
付
き

レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
ニ

ー
ズ
が
あ
る
に
関
わ
ら

ず
「
ぶ
ど
う
山
椒
」
の

生
産
者
が
激
減
し
て
お

り
、
産
地
の
維
持
が
難

し
い
、
と
い
う
町
の
危

機
感
に
共
感
い
た
だ
い

た
ｖ
ｉ
ｌ
ｌ
ａ 

ａ
ｉ
ｄ

ａ
小
林
シ
ェ
フ
（
岩
出

市
）
と
の
出
会
い
に
始

ま
り
、
小
林
シ
ェ
フ
の

か
け
声
で
、
海
外
で
も

活
躍
す
る
一
流
シ
ェ
フ

４
人
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ぶ
ど
う
山
椒

の
産
地
は
旧
清
水
町
で
、

山
間
地
に
位
置
し
人
口

流
出
も
著
し
く
、
有
田

中
央
高
等
学
校
清
水
分

校
の
全
校
生
徒
11
人
と
、

廃
校
は
時
間
の
問
題
で

す
。
そ
ん
な
中
「
彼
等

に
地
元
が
素
晴
ら
し
い

と
い
う
認
識
を
持
た
せ

た
い
！
」
そ
ん
な
思
い

も
乗
せ
て
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
動
き
出
し
ま

し
た
。

　

シ
ェ
フ
５
人
と
有
田

中
央
高
等
学
校
の
生
徒

と
地
元
生
産
者
等
が
、

全
国
か
ら
お
越
し
い
た

だ
い
た
ゲ
ス
ト
（
参
加

者
）
に
対
し
、
里
山
歩

き
や
、
地
元
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
デ
ィ

ナ
ー
で
も
て
な
し
ま
し

た
。

　

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

地
元
生
産
者
と
シ
ェ
フ

と
の
関
係
性
も
深
ま
り
、

自
身
の
生
産
物
に
対
す

る
意
識
の
向
上
が
図
ら

れ
た
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
未
来
を
担
う
高
校

生
に
と
っ
て
は
、
一
流

シ
ェ
フ
の
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
、
と
も
に
活

動
し
た
こ
と
か
ら
、
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の

世
界
を
体
感
で
き
、
ま

た
、
ゲ
ス
ト
の
反
応
か

ら
地
元
の
素
晴
ら
し
さ

を
再
認
識
で
き
ま
し
た
。

　

手
前
味
噌
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ゲ
ス
ト
、

高
校
生
、
シ
ェ
フ
、
地

元
生
産
者
等
関
わ
っ
た

方
々
か
ら
賞
賛
を
い
た

だ
き
、
大
変
意
義
の
あ

る
企
画
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
有
田
川
町
と
し

て
は
、
農
山
村
や
ぶ
ど

う
山
椒
の
魅
力
や
地
元

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
外

部
発
信
し
、
地
元
を
未

来
へ
継
承
で
き
る
よ
う

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

有
田
川
町
産
業
振
興
部

産
業
課
主
査 

垣
谷
英
宏

　

問　

30
代
の
会
社
員

女
性
。
悩
み
ま
し
た
が

離
婚
を
決
意
し
ま
し
た
。

子
ど
も
は
私
が
育
て
る

つ
も
り
で
す
。

　

結
婚
す
る
と
き
も
悩

み
ま
し
た
が
、
結
婚
し

て
子
ど
も
が
で
き
れ
ば

普
通
の
父
親
に
な
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
た
か
ら

で
す
。
し
か
し
、
夫
は

結
婚
と
い
う
け
じ
め
が

な
く
時
に
は
独
身
と
偽

っ
て
飲
み
会
に
参
加
し

た
り
食
事
に
行
っ
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
休
日

も
遊
び
に
行
っ
て
深
夜

ま
で
帰
ら
ず
、
生
後
間

も
な
い
子
ど
も
を
気
に

か
け
る
様
子
も
あ
り
ま

せ
ん
。
家
事
や
育
児
へ

の
協
力
を
頼
ん
で
も
理

屈
を
こ
ね
、
や
る
気
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
私
に
気
に

入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
長
時
間
、
暴
言
を
吐

き
、
思
い
通
り
に
さ
せ

よ
う
と
し
ま
す
。
夫
婦

と
い
う
よ
り
も
主
従
関

係
の
よ
う
で
そ
の
傾
向

は
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
私
の
両
親
や
自
分

の
親
に
も
暴
言
を
吐
き

疎
遠
に
な
り
ま
し
た
。

　

結
婚
前
の
ち
ゃ
ら
ん

ぽ
ら
ん
な
性
格
に
加
え

不
誠
実
さ
や
傲
慢
さ
に

将
来
の
不
安
を
感
じ
離

婚
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
子
ど

も
と
自
分
の
た
め
に
生

き
よ
う
と
前
向
き
に
考

え
て
い
ま
す
。
両
親
に

話
し
て
理
解
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
別
れ
る
の

な
ら
早
い
方
が
よ
い
。

で
き
る
だ
け
の
こ
と
は

応
援
す
る
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、
離
婚
後
、
夫

と
子
ど
も
を
面
会
交
流

を
さ
せ
る
べ
き
か
決
め

か
ね
て
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
心
に
折
り
合
い

を
つ
け
て
生
活
し
て
い

っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。
助
言
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
　
（
Ｋ
・
Ｙ
さ
ん
）

　
答　

両
親
の
「
別
れ

る
な
ら
早
い
方
が
よ

い
。
で
き
る
だ
け
の
こ

と
は
応
援
す
る
」
と
の

言
葉
は
、
離
婚
し
て
、

あ
な
た
が
子
ど
も
を
引

き
取
っ
て
も
励
ま
し
の

言
葉
と
し
て
う
れ
し
い

で
す
ね
。
私
も
離
婚
を

決
意
し
た
ら
早
く
別
れ

た
方
が
よ
い
と
思
い
ま

す
。

　

夫
と
子
ど
も
の
面
会

交
流
に
つ
い
て
迷
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
は
、
夫
が
子

ど
も
に
対
し
て
父
親
と

し
て
の
自
覚
が
な
い
か

ら
で
す
か
。

　

し
か
し
、
離
婚
し
て

生
活
を
別
に
し
て
い
る

親
も
、
子
ど
も
と
面
会

交
流
す
る
権
利
が
あ
る

の
で
、
原
則
と
し
て
夫

が
会
い
た
い
と
な
れ
ば

２
人
を
会
わ
せ
な
い
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
し
て
法
に
は
、
離
婚

す
る
際
に
親
子
の
面
会

交
流
に
つ
い
て
必
要
事

項
を
決
め
る
よ
う
に
定

め
て
お
り
、
子
の
利
益

を
最
優
先
に
し
て
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
の

成
長
を
支
え
る
視
点
と

し
て
、
定
期
的
に
会
う

日
、
時
間
、
場
所
を
離

婚
の
話
し
合
い
の
中
で

決
め
て
お
い
た
ら
よ
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
話

し
合
い
が
で
き
な
け
れ

ば
申
し
立
て
に
よ
り
家

庭
裁
判
所
が
決
め
て
く

れ
ま
す
。
子
ど
も
が
幼

い
間
は
あ
な
た
が
付
き

添
う
必
要
が
あ
る
の

で
、
別
れ
た
夫
と
接
触

せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
ず

ら
わ
し
さ
が
あ
る
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
接
触

す
る
際
は
、
子
ど
も
の

幸
せ
本
位
で
対
応
す
る

心
構
え
が
大
切
で
す
。

　
　
（
担
当
＝
Ｋ
・
Ｓ
）

離
婚
を
決
意  

夫
と
子
の
面
会
に
悩
む

　

２
０
１
８
年
高
橋
佳
子

講
演
会
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
は
11
月
11
日
㈰
13

時
か
ら
大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
ト
レ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
）
ホ
ー
ル
で

開
催
。
著
書
「
あ
な
た
が

そ
こ
で
生
き
る
理
由
」
を

主
に
高
橋
氏
本
人
が
講
演

す
る
。
ま
た
、
11
月
18
日

㈰
、
白
浜
町
の
南
紀
白
浜

ホ
テ
ル
シ
ー
モ
ア
で
中
継

講
演
会
が
開
か
れ
る
。
参

加
費
中
学
生
以
上
３
０
０

０
円
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
講
演

会
チ
ケ
ッ
ト
受
付
係
☎
０

６
・
４
８
６
１
・
４
７
６

２
。

　

御
坊
労
働
基
準
監
督
署

（
池
山
聖
子
・
署
長
）
は

管
内
に
お
け
る
建
設
業
の

労
働
災
害
が
急
増
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
建
設
業
の

労
働
災
害
異
常
事
態
で
あ

る
と
し
て
、
公
共
工
事
発

注
機
関
や
事
業
者
団
体
に

緊
急
要
請
を
実
施
し
た
。

　

御
坊
署
管
内
の
建
設
業

の
労
働
災
害
は
平
成
29
年

は
死
亡
率
０
、
休
業
４
日

以
上
の
負
傷
者
は
23
人
と

過
去
最
少
と
な
っ
て
い
た

が
30
年
に
入
り
、
休
業
４

日
以
上
の
労
働
災
害
が
多

発
、
今
年
６
月
末
現
在
12

人
と
昨
年
同
時
期
の
４
倍

に
な
っ
て
お
り
、
今
後
は

建
設
現
場
に
対
す
る
監
督

指
導
、
安
全
衛
生
指
導
を

徹
底
し
て
い
く
。

御
坊
労
働
基
準
監
督
管
内

建
設
業
の
労
働
災
害

御
坊
労
基
異
常
事
態

11
月
11
日 

大
阪
南
港
Ａ
Ｔ
Ｃ

高
橋
佳
子
講
演
会

　

県
で
は
法
律
問
題
、
交

通
事
故
等
に
つ
い
て
、
弁

護
士
や
県
民
相
談
員
に
よ

る
移
動
県
民
相
談
を
行
っ

て
お
り
、
26
日
㈮
13
時
〜

16
時
、
有
田
振
興
局
１
階

第
２
会
議
室
で
開
く
。
無

料
。

　

申
し
込
み
は
有
田
振
興

局
☎
０
７
３
７
・
６
４
・

１
２
５
７
。

移
動
県
民
相
談

26
日 

有
田
振
興
局

協定書を手に中山町長（右）と上野山理事長が握手

伊藤秀一総長

有
田
川
町
と
き
の
く
に
葬
祭
事
業
協
組

災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
締
結

済
生
会
有
田
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー

28
日 

健
康
ま
つ
り
　
鳥
屋
城
小

有
田
ひ
ま
わ
り
福
祉
会

第
14
回
わ
く
わ
く
祭
り

in

 

未
来
を
担
う
高
校
生
と

「
地
域
の
食
」の

未
来
を
考
え
よ
う

　世耕、石田大臣には
国政はもちろん
和歌山の地方経済の
活性化に尽力をお願い
申し上げます。

二階俊博 自民党幹事長
世耕弘成 経済産業大臣
石田真敏 総務大臣

二階俊博 自民党幹事長
世耕弘成 経済産業大臣
石田真敏 総務大臣

祝祝就任就任

世耕弘成 氏 石田真敏 氏

【
本
店
】
湯
浅
町
湯
浅

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
六
二
―
三
一
二
八
㈹

【
第
一
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
】
湯
浅
町
吉
川
口
（
国
道
筋
）

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
六
三
―
二
二
二
二
㈹

　
　
　Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
六
三
―
一
一
三
○

【
第
二
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
】
湯
浅
町
山
田
口
（
国
道
筋
）

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
六
三
―
三
四
一
一
㈹

【
広
川
工
場
】
広
川
町
広

　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
六
四
―
○
六
一
○
㈹

㍿
金
谷
伊
兵
衛
商
店

代
表
取
締
役
会
長

　嶋

　田

　卓

　司

代
表
取
締
役
社
長

　嶋

　田

　和

　明

有
田
市
宮
崎
町
三
六
八
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
八
三
―
一
二
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
八
二
―
一
八
六
二

株
式
会
社

東
亜
プ
ロ
パ
ン
商
事

有田郡有田川町庄318
TEL.0737-52-3922
和歌山（営）
TEL.073-451-1357

代表取締役
  向　山　精　二
専務取締役
  向　山　伸　二

クリーンエネルギー
スマートLPガス

代表取締役　北　村　隆　典
本　　社　有田郡湯浅町吉川1243番地
　　　　　TEL（0737）63-2964㈹ FAX（0737）63-5849
吉備工場　有田郡有田川町奥282番地
　　　　　TEL（0737）52-7512㈹ FAX（0737）52-7514
E -m a i l　kitamura-takanori@rainbow.plala.or.jp

有
田
川
町
中
井
原
一
八
九
―
一

　
　
　
　セ
ル
テ
ィ
ア
か
な
や
１
０
２
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
三
二
―
二
一
八
八

み
ん
な
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ
よ
う

津

本

良

一

自
由
民
主
党 

有
田
市
支
部
長

有
田
市
初
島
町
浜
一
一
四
〇
―
四

T
E
L

F
A
X
（
○
七
三
七
）
八
二
―
六
〇
五
二

竹中水道設備
夢工房

広川町名島26-3

TEL（0737）63-1601　FAX（0737）62-5191

代表者 竹中　滋基

吉
備
工
場  

有
田
郡
有
田
川
町
天
満
三
八

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
五
二
―
二
〇
〇
二

　Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
五
二
―
七
一
九
〇

湯
浅
工
場  

有
田
郡
湯
浅
町
湯
浅
一
六
七
一
番
地
一

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
六
三
―
一
一
三
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
六
二
―
二
一
一
二

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
・
中
間
処
理
業

【
製
鐡
・
製
紙
原
料
・
非
鉄
原
料
】

古

勝

株
式
会
社

建築業全般

株式会社 山正組
代表取締役社長　樫　原　一　廣

広川町西広637番地
TEL（0737）63-5671 FAX（0737）62-4448

有田の味を全国にお届け致します

〒649-0316　和歌山県有田市宮崎町371

TEL 0737-83-2123　FAX 0737-83-2143
http://www.honeku.com/

有
田
市
箕
島
九
〇
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
八
三
―
〇
〇
七
八

医
療
法
人

千
徳
会

成

　川

　暢

　彦

理

事

長

院  

長

桜

ヶ

丘

病

院

成

　川

　守

　彦

名
誉
院
長

代
表
取
締
役

　髙

　垣

　昌

　幸

有
田
郡
有
田
川
町
長
田
一
八
九
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
五
二
―
五
四
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
五
二
―
八
二
六
四

一
般
貨
物
運
送

有
限
会
社

日
高
物
流

有料職業紹介事業

病院・介護施設のお仕事を
紹介いたします。

まずはご登録下さい

有田市箕島33番地の1
紀州有田商工会議所ビル303号室

TEL.0737-82-1187

ご登録・お問合せ

ホーム
ヘルパー２級の

 資
格を活か

しませんか？

代
表
取
締
役
社
長

　井

　出

　一

　男

有
田
郡
有
田
川
町
徳
田
一
八
六
六
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
五
二
―
六
六
〇
〇
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
五
二
―
六
六
〇
三

本社・工場

有田郡広川町井関811-1

TEL.0737-64-1900

FAX.0737-63-0618

大阪営業所

大阪市中央区南船場1-11-9

株式会社 タスト

QMS
CMO27

ISO9001

本店：太陽光発電推進部
有田郡湯浅町湯浅3013
TEL.0737-64-1300㈹
支店：和歌山市　営業所：御坊市

取締役社長

 上　野　祥　弘

住宅用・産業用
太陽光発電

伝統の紀州花火  
夜空に大輪を

有田郡有田川町西丹生図365 
TEL.0737-52-5404　FAX.0737-52-6466

熊野大花火     三尺玉熊野大花火     三尺玉

代表取締役　薮田 さゆり

煙火製造・販売・特殊効果花火企画

代
表
者

　田

　中

　修

　造

有
田
市
宮
崎
町
四
六
二
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
八
二
―
二
九
六
六

岩

下

商

店

燃
料
一
式
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
・
食
用
油

代
表
取
締
役

　児

　嶋

　正

　人

有
田
市
野
四
一
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
○
七
三
七
）
八
三
―
〇
三
九
三
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
○
七
三
七
）
八
二
―
一
五
三
三


